
1    一般社団法人 日本ブラジル中央協会
URL  http://nipo-brasil.org/   E-mail  info@nipo-brasil.org

〒105-0004　東京都港区新橋 1-18-2  明宏ビル本館 5 階　TEL:03-3504-3866  FAX:03-3597-8008　発行人：大前孝雄／編集人：岸和田仁

No.No.16701670
20222022 年年99 月号月号

ブラジル特報

0円 新規会員募集中！
詳しくは P21 をご覧ください。

特集 独立200周年と統一選挙
・イピランガでの独立宣言から200年、
　　アートの叫びとアウリベルデの行方
・ブラジル独立運動を醸成したカシャッサ
・現代ブラジル文学の新潮流を象徴する作家オスカール・ナカザト
　　独立 200 周年記念事業の一環として初来日

あの町この町
クイアバー Cuiabá 



3

・・・・・・・・・　目　次　・・・・・・・・・
　

写真＝永武ひかる
「表紙のひとこと」
「壁に描かれた巨大な顔。リオオリンピック
開催時に再開発された港湾エリア、その一角
に世界５大陸の先住民族の顔が並ぶ。多様性
を象徴するという。すっかり色が褪せても観
光客はたえず、そのまなざしが語りかけてく
るかのよう。」
永武ひかる : ブラジル撮影約 30 年、著作に写真
絵本「世界のともだち 3 ブラジル」（偕成社）等。
www.hikarunphoto.com 

　クイアバー市は、ブラジル中西部マト・グロッソ州
（Estado do Mato Grosso）の州都だ。もともと 17
世紀に奥地探検隊（バンデイランテス）がコシポ川の
終点に築いた集落が、クイアバーだ。集落は、その後
衰退するが、18 世紀に入るとコシポ川沿いのフォル
キーリャで金鉱が発見され、ゴールドラッシュが始まっ
た。1719 年 4 月 8 日正式にクイアバーが創設された。
100 年後の 1818 年 9 月 17 日，クイアバーは市に昇格
し，1835 年 8 月 28 日，当時のマト・グ
ロッソ県（Provincia do Mato Grosso）
の県都となった。その後、80 年代から
90 年代にかけてマト・グロッソ州におけ
るアグロビジネスの進展を背景にクイア
バーは急速に発展した。
　現在、同市は、世界最大の湿原地帯である世界遺
産パンタナール（Pantanal：クイアバーより南東約
110km）及びギマランイス高原国立公園（Parque 
Nacional de Chapada dos　Guimarães： ク イ ア
バーより北東約 70km）等への経由地として観光業が
発達している。クイアバー市の面積は、約 5,000㎢、
人口は約 62 万人である（2021 年　IBGE）。
　1995年、サンパウロに勤務していた時、日本ブラジル
修好 100周年記念事業が全伯で盛大に行われた。日本
から、清子内親王殿下がブラジルをご訪問になり、クイ
アバーご訪問の際の現地での準備にあたった。清子内
親王殿下は、ダンテ・デ・オリヴェイラ州知事はじめ、マト・
グロッソ州官民から暖かい歓迎を受けられた。日系社
会も、クイアバ日伯文化協会（Associacão Nipo 
Brasileira de Cuiabá）など日系団体を中心に日
系社会を挙げた歓迎を行った。今でも思い出すのは、
殿下一行の歓迎式典会場（新築の日伯文化協会会館）
ご到着時にこの地方特有の激しいスコールに見舞わ
れたことだ。本当にバケツをひっくり返したとの表
現がぴったりする大雨だった。スコールは間もなく収
まり、歓迎式典は感動のうちに無事終了した。
　殿下のご訪問に関し、もう一つ覚えているのは、ダ
ンテ・デ・オリヴェイラ州知事と間近に接することが
できたことだ。当時、ダンテ・デ・オリヴェイラ知事
といえば、軍政から民政への移管の際、国民的運動と
なった「今すぐ直接選挙を！（Diretas Já!）」の指導
者の一人として全伯にその名を知られた政治家だった。
この運動は、各政党が各党の枠を超えた協力を行うな
どしたことで、1984 年 1 月にサンパウロで行われた大
集会で 20 万人以上を動員し、それ以降全伯に波及した。
しかしながら、同年４月 25 日未明の下院議会において
同人（当時は下院議員）提出の大統領直接選挙を可能
にする憲法修正案は、僅差（可決まで 22
票足りなかった）で否決されてしまった。
　オリヴェイラ州知事には、「今すぐ直
接選挙を！（Diretas Já!）」運動の闘士
という硬派のイメージを持っていたが、
清子内親王殿下を優しくエスコートする
姿が印象的だった。

小林雅彦（協会理事）
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　北東部パライーバ州出身の超高学歴（パリ大学卒）イン
テリ画家ペドロ・アメリコ（1843-1905）がフィレンツェ
のアトリエで1888年に描き上げた大作「独立か死か」は、
1895年に落成した「イピランガ博物館」（正式名は「パウ
リスタ博物館」）の入口正面ホールの壁に張り付けられてい
る。縦 4.15m、横 7.6mという巨大絵画の大きさもさるこ
とながら、細密画の如く写実的に描き込まれた描写パワーに
見る者は圧倒されてしまうが、騎馬隊に囲まれたペドロ皇太
子が馬上でサーベルを突き上げて独立を叫ぶ、というドラマ
チックな構図はなんとも効果的だ。さすがブラジルの独立宣
言だ、との印象を世界に広めた名画といえるからだ。後の歴
史家たちが、この1822年 9月 7日の独立宣言という実際
の歴史的事実はこの描写とは大いに異なることを実証した
が、この名画の歴史社会的価値は変わらないといえるだろう。
　レキシントンやコンコードでの英国軍との厳しい戦いを経
て、1776年 7月 4日独立を宣言した米国に比し、ブラジ
ルの場合は、「ポルトガルに戻るのをやめて、ブラジルに残る」
ことにした皇太子の独立宣言を経てブラジル帝国という帝政
国家になったのだが、何はともあれ、このペドロ・アメリコ
の名画がブラジル国民に”独立の意味を可視化”したことは
間違いない。
　そんな名画も制作されてから 130年以上経過したため、
あちこちの色が褪せたり画材の一部が破損したりと全体的な
傷みが目立ってきていた。同様に、サンパウロ州立博物館の
石造建築部分もあちこちが老朽化で傷んでいたことから、3
年前の2019年 10月、一旦休館として、この名画を含む歴
史的遺産の修復・修繕が開始され、美術修復の専門家や建築
学者らが科学的解析も行いながら、「イピランガ歴史遺産の
再生」事業が進められてきた。（ちなみに修復予算は2億 1
千万レアルとのことだ）。
　この改装・修復工事が完了して、リニューアルオープンと
なるのが今年の9月 7日、独立記念日である。これはサン
パウロ州政府による独立200周年祝賀イベントの目玉であ
るが、並行して、MASP( サンパウロ美術館 ) では、特別展
「Histórias Brasileiras」が開催（期間：8月 26日―10月
30日）され、ブラジルのHistórias（歴史＋物語）を総括的
に再考する文化イベントとなるとみられている。
　ところで、今から100年前の1922年をいささか復習し
ておくと、まず2月にサンパウロで「近代芸術週間」におい
てモデルニズモ宣言が行われたという“前奏曲”を経て、9

月には首都リオで独立100周年記念の国際エキスポが開催
されるなど様々な祝賀イベントが連邦政府の主導で行われた
のであった。では、100年後の今年の独立200周年に関し
ては、どんな祝賀イベントを連邦政府として予定しているの
であろうか。現在（8月初め）、政府として発表されたイベ
ントとしては、拡大版軍事パレードをブラジリアとリオで行
う、というものだけだ。折角の独立200周年という機会な
のに、祝賀ムードはまるでなしだ。何故なのだろうか。
　それは、現政権が自国の独立200年の歴史を振り返る余
裕も全くなければ基本的な歴史理念も持ち合わせておらず、
1か月後の総選挙（大統領選挙）をなんとか乗り切る（いや、
強引に「選挙不正」を捏造してでも大統領の地位を死守する）
ことで必死だからだ、と解釈するしかない。
　いうまでもなく今年2022年は、4年毎にやってくる統一
選挙（大統領、州知事、下院議員全員、上院議員の約半数を
選出）の年であり、選挙日程としては、10月 2日（日）が
一次投票日、10月 30日（日）が決選投票日となっている。
　この大統領選挙で、現大統領が再選される可能性は極めて
低いというのが、数々の世論調査で明らかになっている。例
えば、7月末の世論調査（ダタフォリャ）では、ルーラ候補（元
大統領）への支持率（47%）がボルソナーロ候補（現大統領）
への支持率（29％）よりも18ポイントも上回っており、この
傾向が大きく変化する可能性はあまりないとみられている。
　この劣勢を挽回するためには、まずは、現大統領を「偽情
報と専制的ポピュリズム」と批判してきている司法（最高裁
判所や選挙高等裁判所）を攻撃することに精力を傾けている。
例えば、7月 18日、ブラジリアに駐在している各国大使を
大統領官邸に招き、ブラジルの電子投票システムの脆弱性を
指摘し、2018年にハッカーが選挙高等裁判所（TSE）のコ
ンピューターシステムに侵入したとされる件を理由に「2018
年の選挙は不正選挙であり、2020年の地方選挙は実施され
るべきではなかった」と、証拠も提示せず一方的に主張し、
選挙高等裁判所（TSE）と連邦最高裁判所（STF）を批判した。
　さらには、9月7日の独立記念日に最高裁への抗議デモを自
分の支持者へ呼びかけ、大げさなポスターまで拡散中である。
　三権分立の原則を自らぶち壊している現大統領のおかげで
ブラジルの国際的信用度は低下してしまった。ブラジルの民
主制が今後どうなるか、世界は注視している。

『ブラジル特報』編集部

祝賀ムードなしの独立200周年と
波乱含みの大統領選挙

ブラジル・ナウ
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●特集● 独立200周年と統一選挙

イピランガでの独立宣言から200年、
アートの叫びとアウリベルデの行方
　「独立か死か（Independência ou morte.）」
――ブラジルの歴史上最も重要かつ印象
的であろうこの言葉は、今から200年
前に当時摂政だったペドロ１世が、ブラ
ジルの独立を決意して発した言葉だとさ
れている。これと同名の絵画作品は、独
立200周年に合わせて新装オープンさ
れるイピランガ博物館の目玉作品だ。
　『イピランガの叫び（O grito de Ipiranga）』
の別名があるこの作品は、40人ほどの
貴族と騎馬隊を従えた馬上のペドロ１世
が、威風堂々と独立を宣言した様子を表
している。同作は独立から半世紀以上を
経た 1886 年にブラジル皇室から制作
依頼を受けたブラジル人画家ペドロ・ア

メリコによって遠いフィレンツェで制作
されたものだった。
　史実はその劇的な様相とは大きくかけ
離れていたという。1822 年 9月 7日
にサントスから海岸山脈を上りイピラン
ガの丘にたどり着いたペドロ１世がまた
がっていたのは馬ではなくラバで、食あ
たりが原因とされる腹痛を抱えていたた
め、高らかに“叫ぶ”などできる体調で
はなかったそうだ。その際に従えていた
ものも数人程度だったと言われている。
　この著名な絵画作品は歴史の教科書に
解説少なく掲載されているので、独立宣
言がドラマチックなものだったと認識し
ているブラジル人は少なくないだろう。
歴史（história）とはすなわち物語（história）

から行われる大規模『ブラジルの歴史』
展に先駆けて行われた関連イベントだ。
ゼルビニは近年、MASPからの依頼を
受けてブラジルの歴史的な出来事に関
する大型の絵画作品を続けて制作してき
た。いずれも痛ましい場面が描かれてい
ながらも、内容とは裏腹の鮮やかで明る
い色彩が戸惑いを感じさせる。
　黄土色に輝いた水辺に山積みになった
先住民の遺体と剣ナタを手にする男を
描いた「アシムーの虐殺（Massacre de 
Haximu）」は、1993 年にロライマ州で
起こった金の採掘者によるヤノマミ族の
虐殺をテーマにしたものだ。ヤノマミ居
留地は、今年、先住民保護区指定から
30年を迎えたが、国土の開発を前進さ
せる現政権下において同保護区での金の
違法採掘は増え続け、森林伐採の規模は
昨年過去最大に至り、水銀使用による河
川の汚染やマラリアなどの疫病が広がっ
ているという。違法に採掘される金は、
ジュエリーブランドのみならず、貴金属
精錬業者を通じてアップルやマイクロソ
フトなどのビッグテックとも取引されて
いるという報道（出典1）があるゆえ、ス
マートフォンやPCを日々使用する誰し
も無縁ではない問題だ。
　リオデジャネイロを拠点に活動するア
ドリアナ・ヴァレジョンは、ブラジルに
根深いポルトガルによる植民地支配の負
の遺産を訴える作品を多々発表してき
た。８月１日まで約４ヶ月の間サンパウロ
州ピナコテカで行われた大規模展『縫合、
裂け目、廃墟（Suturas, fissuras, ruínas）』
では 1980 年代から現在までに制作さ

だということとイメージの持ちうる力に
ついて考えさせられる。
　独立200周年においては政府主催の
市民参加型記念行事が少ないのが肩透か
しだが、アートの世界では、ブラジルの
歴史と現政権を批判するような展覧会が
複数開催されている。

ユニバーサルな言語として
のブラジリアン・アート

　サンパウロ近代美術館で開催中の第
37回ブラジリアンアート・パノラマ展
『灰の下に、灼熱（Sob as cinzas, brasa）』
は、過去の回と比較して、人種的、地域

的ダイバーシティの尊重
を前面に押し出した内容
となっている。世界的に
ダイバーシティの尊重が
唱えられるなか、過去の
軍事政権による抑圧を想
起させる現政権下におい
ては、LGBT 含む性差
別や人種間格差の改善、
あるいは先住民保護の希

求が“叫び”にも似て声高だ。左派支持
者が圧倒的に多いアーティストにはこれ
に同調し、創作を通じて政権への抵抗を
促すものも少なくない。同展の展示作品
を二つほど紹介しよう。
　独立200周年をシニカルにオマージュ
した作品『独立と死（Independência 

れた約 60点の作
品が並んだ。
　大航海時代か
らのポルトガル
の 覇 権 の 名 残
は、現代でもそ
の植民地支配の
及んだ国や地域
でアズレージョ
（タイル）を多用
したバロック様
式の教会建築などに見て取ることがで
きる。ヴァレジョンの代表作の一つ『舌
（Língua）』は、伝統的な幾何学模様のア
ズレージョの装いの内に秘められた肉塊
のごときグロテスクな立体物が露出して
いる姿を表した作品だ。その様はポルト
ガルによる植民地支配で虐げられた人々
の血肉を暗示するとともに、表と裏、平
面と立体、秩序と混沌などの相対するも
のを端的に象徴している。
　ヴァレジョンは、このアズレージョと
肉塊の組み合わせを繰り返し作品化して
いる。会場中央には、本展のために制作
された２つを含む５つの立体作品が展示
された。廃屋の断片を思わせる作品群は、
ブラジルの日常生活にありふれた簡素な
タイルで覆われており、それらにおいて
もまた肉塊が内在していることに、植民
地支配の痛みが今に至るまで根深く残っ
ていることが表現されている。
　先住民の土地問題、奴隷制に起因する
黒人問題などブラジルが抱え続ける多
くの根源的な問題は、1500年のブラジ
ル「発見」以来の搾取の歴史に起因して
いる。アート作品が国内の諸問題を取り
上げて、その時々の為政者に批判の矛先
を向ける場合にも、その背景に西洋近代
史とのつながりや世界の隅々にまで及ん
だ資本主義の影響が見て取れることが多
い。この国の優れたアート表現が、地域
的でありつつもユニバーサルな言語であ
るからこそグローバル化した世界に鋭く
突き刺さるのだろう。

政治色の染み込んだ黄色と緑

　さて、いよいよ来年元旦に発足する

e morte）』を出展したジャイメ・ラウ
リアーノは、主に黒人問題について社会
に問うような作品を多数発表してきた。
本作は先述の『独立か死か』の場所から
王侯貴族一行が立ち去った後を描いた作
品だ。画面中央に描かれた焼失した樹木
と画面右側で水辺に流れ込む泥土は、現
政権下で増加した森林伐採とダム決壊に
よる環境破壊を示唆している。炭化した
樹木の前に綴られた「牛が通れば、牛の
群れが通る（passa boi passa boiada）」は、
アマゾンでの違法伐採を幇助した疑いで
辞任させられたリカルド・サレス元環境
大臣がパンデミック初期の閣僚会議で発
した言葉からの引用だ。メディアの注目
がCovid-19に集中している間がチャン
スと、環境保護法の廃止、規制緩和や研
究機関の解体など開発を促進させるため
の数々の企てを“牛の群れ”に例えて語っ
たものだ。説明を極力省いた作風は観る
ものを謎解きへと誘う。
　北部ベレンで活動するエデル・オリベ
イラは、2014年開催の第31回サンパ
ウロ・ビエンナーレで、半裸で拘束され
た被疑者複数人の巨大な肖像画を発表し
たことで全国的な知名度を得た。いずれ
も地元紙に掲載された写真を模写したも
ので、人物の眼に映る空虚さが印象深い。
本展では17世紀初頭にポルトガル人が
先住民を奴隷化したことに対してベレン
の要塞への襲撃（トゥピナンバ族の暴動 : 
1617 ～ 1621 年）を企てた族長グア
イミアバについての自らの調査過程を描
いた作品を展示した。作品内に自画像を
加えることで過去の先住民リーダーに自
らのアイデンティティを寄せた。
　MASP（サンパウロ美術館）で７月
末まで開催されていたルイス・ゼルビニ
の個展『歴史は決して同じにあらず（A 
mesma história nunca é a mesma）』は、独
立200周年を記念して同館で８月下旬

政権が決まる大統領選が10月に行われ
る。ボルソナーロ大統領の支持率は昨年
末より緩やかに伸びているものの、７月
現在（出典2）においても未だ不支持率が
それを大きく上回っているため、対抗馬
であるルーラ元大統領の当選が予想され
ており、政権は再び左派へと大きく舵を
切ることになりそうだ。
　前回の選挙キャンペーン期間からこれ
までの約４年間で、国のシンボルカラー
である黄色と緑の意味合いが大きく変
わった。労働者党の象徴の赤に対して、
ボルソナーロ陣営が黄色と緑を自らのシ
ンボルに選んだからだ。以前はサッカー
ブラジル代表を応援する際などに、支持
政党にかかわらず誰しも無邪気に身につ
けることができた鮮やかなアウリベルデ
（黄色と緑）は、極右と称される軍部出
身のボルソナーロの象徴となったのだっ
た。ボルソナーロ支持者らが、ブラジル
国民としての誇りとともに、黄色と緑で
着飾って路上でのボルソナーロ応援集会
に出かけるのに対して、労働者党支持者
など反ボルソナーロ派は、黄色と緑を身
につけることへの躊躇を余儀なくされ
た。それどころか国のシンボルカラーを
奪われたと憤るものも少なくない。皮肉
だがこの４年間、色彩によって最も強い
イメージを構築したのはボルソナーロと
その陣営だったのだ。
　来年度からの政権の行方は気掛かりだ
が、政治的に二極化した時代において元
来トロピカルな日差しの下で鮮やかに映
えるアウリベルデからボルソナーロの色
が消えるのか？あるいは染み付いたまま
残るのか？ についても大いに気になる
ところだ。

▲
ペ
ド
ロ
・
ア
メ
リ
コ
作
「
独
立
か
死
か
」（
１
８
８
８
年
）

▲ジャイメ・ラウリアーノ作「独立と死」（2022年）

▲
エ
デ
ル
・
オ
リ
ベ
イ
ラ
作
「
族
長
グ
ァ
イ
ミ
ア
バ
の
肖
像
画
の
た
め
の
研
究
」（
２
０
１
９
年
）

◀ルイス・ゼルビニ作「アシムーの虐殺」（2020年）

▲アドリアナ・ヴァレジョンの三部作「舌」
　（1998年）

仁尾帯刀
（写真家）

【出典】1) https://reporterbrasil.org.br/2022/07/exclusivo-apple-google-microsoft-e-amazon-usaram-ouro-ilegal-de-terras-indigenas-brasileiras/
　　　  2) https://datafolha.folha.uol.com.br/avaliacao-de-governo/2022/07/governo-bolsonaro-e-aprovado-por-45-e-28-o-aprovam.shtml
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カシャッサの誕生

　「1822年、ドン・ペドロ1世がブラ
ジル独立を祝うために乾杯したお酒はカ
シャッサだった」。
　この“神話”は、カシャッサを愛国心
やブラジリダージの象徴と見做す際に語
られる有名な言い伝えのひとつだが、カ
シャッサには、独立やその先駆けとなっ
たさまざまな運動と結び付けられた“神
話”が数多く存在する。カシャッサがそ
のように見做されている理由を説明する
には、まずはカシャッサの歴史を紐解く
必要がある。
　サトウキビの搾り汁から作られる蒸留
酒カシャッサが誕生した時期と場所には
諸説があるが、1516 年から 1532 年
の間にブラジルの海岸沿いにあるエン
ジェーニョ（サトウキビ生産から砂糖類
や蒸留酒など加工品製造までを行う大規
模施設）で誕生したと考えられている。
ピスコ、テキーラ、ラムに先駆け、南北
アメリカにおける最初の蒸留酒とされて
いるこの飲み物は、歴史の舞台に登場し
て以来、この国の基幹産業のひとつであ
り続けているサトウキビ産業と共に発展
していった。
　誕生当初は家畜のエサや、肉体を酷使
する奴隷労働従事者に与えられるために
製造されていたといわれるカシャッサ
だったが、ポルトガル人が持ち込んだ蒸
留技術により、支配者階層を含む幅広い
市民が消費する飲料へと変化を遂げてい
く。

ワイン VS カシャッサ

　しかし南米の植民地におけるカシャッ
サの需要の高まりは、ポルトガル王室に
とって脅威となっていった。植民地に販
売していた自国産のワインや、ブドウの

　そして、数ある逸話の中でも、最もダ
イレクトにカシャッサがアイコン化され
ているのが 1660 年 11 月 8日にリオ
デジャネイロで起こった蜂起だろう。反
乱を起こした者たちがエンジェーニョ主
たちだったこと、その主たる理由がカ
シャッサの製造禁止への抗議だったこと
から「カシャッサの乱」と呼ばれている
事件だ。
　17世紀後半には、オランダ領での砂
糖生産の競合などで製糖産業が衰退しつ
つある中、カシャッサの需要増はブラジ
ル各地のエンジェーニョを支える新たな
産業となっていた。特に、バイーア、ペ
ルナンブーコに次いでサトウキビ産業が
盛んだったというリオデジャネイロのエ
ンジェーニョでは、カシャッサ製造こ
そが主な収益源だった。これは土壌や気
候も影響しており、リオで育つサトウキ
ビから生産される砂糖は北東部の製品よ
り劣っていた代わりに、むしろカシャッ
サ生産に向いていたのだ。それゆえ、
1649年以降もリオデジャネイロでは、
市議会が王室の方針にそむいてカシャッ
サの製造・販売・密輸を容認していた。
しかし、1659年、サルバドール・コヘイ
ア・デ・サー・イ・ベネヴィデスが3度目の
総督に就任すると、市政府は態度を一変
して王室の方針に沿ってカシャッサの製
造・販売の禁止を打ち出した。議会で市
政府とエンジェーニョ主たちと交渉が重
ねられ、一時は禁止令が緩和される方向
にまとまりかけたが、最終的には合意に
至らなかった。
　軍人としても名高いサルバドール・デ・
サーがサンパウロでの任務のため不在
だった時を狙い、エンジェーニョ主たち
は1660年11月8日の蜂起で市議会を占
領。サルバドール・デ・サーのいとこで代
理知事を務めていたトメー・コヘイア・
デ・アルヴァレンガを解任して、反乱軍
による新政府を樹立した。
　しかし、翌1661年4月8日、サルバドー
ル・デ・サーの軍はリオデジャネイロを奪
還。反乱軍の関係者は捉えられ、首謀者
ジェロニモ・バルバ―リョ・ベゼーハは斬
首刑となり首は街にさらされ、「カシャッ
サの乱」は1年足らずで鎮圧された。

搾りかすから作られる蒸留酒バガセイラ
（イタリアの蒸留酒グラッパのポルトガル
版）の市場を脅かす存在となったからだ。
　遂にポルトガルは、1635年から1639
年にかけてバイーアにおけるカシャッサ
の販売、続いて製造を禁じた。しかし現
実には禁止令は守られなかったばかり
か、この品質の高い蒸留酒はアンゴラな
どポルトガルの他の植民地にまで市場を
拡大して、王室の経済を脅かしはじめた。
　奴隷貿易を通じアンゴラに届けられた
カシャッサは地元の椰子酒より美味し
く、ポルトガル産のワインより価格が安
かったこともあり、支配階級層の晩餐の
テーブルから民衆の祈祷所に至るまで幅
広い場所で消費されるようになる。ポル
トガルのワインはアフリカに届くころに
は酸化するなど劣化したのに対し、カ
シャッサは長い航海を経ても品質を保持
できたことも市場獲得に有利に働いたと
いう。カシャッサはアフリカ大陸では、
奴隷を購入する通貨の代わりになるほど
の価値を持っていた。こうした状況を受
け、ドン・ジョアン 4世は 1649 年 9
月 13日に、カシャッサの製造を南米の
植民地全土で禁じ、海外での商取引にも
制限を設ける命令を発した。

独立運動とカシャッサ“神話”

　このような歴史が
背景にあるため、独
立運動やその先駆け
となった運動の逸話
の中でカシャッサが
反ポルトガル／ブラ
ジリダージの象徴と
して語られるように
なり、数々の“神話”
が生まれた。
　1788 年 ～ 1789

　だがこの事件もまた、“神話”的に語
り継がれてきた物語のひとつだ。
　この騒乱は、一見するとカシャッサの
製造・販売を禁止したポルトガル王室に
対し、植民地のカシャッサ生産者が反旗
を翻した革命のように見えるが、単純に
はそう言い切れない面がある。そもそも
この蜂起後、反乱軍政府を樹立したエン
ジェーニョ主たちは、王室が運営する海
外領諮問会議に対し、王への完全な忠誠
を誓う宣言書を提出しているのだ。
　エンジェーニョ主たちは、手紙の中で
自分たちが王室の真の忠実な臣民である
こと主張。ファミリーは代々、何十年に
もわたってリオデジャネイロの土地の管
理や開発に携わり、奉仕してきたことを
訴え、カシャッサの製造と販売の許しを
願い出ている。と同時に、市の総督サル
バドール・デ・サーの暴政や腐敗を非難
している。
　そもそもエンジェーニョ主たちがサル
バドール・デ・サーに対し反旗を翻した
のはこれが最初ではない。歴史を紐解く
と、専制的に勢力を誇っていたサー家と、
対抗するベゼーハ家の両家を軸に長年続
けられていた抗争という側面が色濃いこ
とが浮かび上がってくる。
　1555年から約10年、グアナバラ湾地
域を占領していたフランスを追い出した
後、グアナバラ湾西部（いわゆるリオデ
ジャネイロ地区）で権力を持っていたの
がサー家。湾の東部（サン・ゴンサロ・ド・
アマランチ地区）で権力を持っていたの
がベゼーハ家で、カシャッサを生産する
エンジェーニョは東部に集中していた。
　サルバドール・デ・サーは1637年にリ
オデジャネイロの総督の座に就くと、輸
出産品の倉庫管理など税収を得る特権を
得て権力を増大させる。1642年にエン
ジェーニョ主たちは海外領諮問会議に対
しサルバドール・デ・サーの暴政を訴えそ
の座から引きずりおろし、ベザーハ家の
ルイス・バルバ―リョ・ベゼーハを知事に
送り込んだ。しかし軍人サルバドール・
デ・サーは、1647 年に艦隊を率いてオ
ランダに占拠されていたアンゴラとサン
トメ・プリンシペを奪還しるなど王室に
対し手柄を立て、1648年に再びリオデ

年の「ミナスの陰謀」に関しては、「陰
謀に関与した知識人、軍人、神父たちは
カシャッサの杯を傾けながら計画を練っ
た」、「1792年、首謀者とされたチラデ
ンチスは絞首刑になる前に『故郷のカ
シャッサで我が喉を潤し給え』と言い残
した」、など。
　1817年の「ペルナンブーコ革命」に
至っては、革命 200 周年が祝われた
2017年に、「オ・グローボ」、「フォー
リャ・デ・ペルナンブーコ」などいくつ
かのメディアが“神話”を堂々と報じて
いた。それは、革命家たちの愛国精神ゆ
えに、ヨーロッパ由来のさまざまな習慣
が現地の習慣に置き換えられたというも
ので、「教会の聖体拝領のミサでワイン
の代わりにカシャッサが供され、ホス
ティア（聖体拝領パン）は小麦の代わり
にマンジョッカで作られた」という逸話
が、「神父の革命」とも呼ばれ聖職者が
積極的に関与したこの革命らしい“神話”
としてシンボリックに伝えられた（ちな
みにこの革命の研究者として知られるペ
ルナンブーコ・カトリック大学のフラ
ヴィオ・カブラル教授は、聖餐に使うも
のが置き換えられたことを証明する資料
は見たことがないと指摘している）。

「カシャッサの乱」

ジャネイロ総督に返り咲いた。アンゴラ
の総督も兼任していたサルバドール・デ・
サーは、一時、親類のトメー・コヘイア・
デ・アルヴァレンガをリオデジャネイ
ロの総督にした時期もあったが、1659
年、3度目の総督の座に戻り、そして「カ
シャッサの乱」が起こった。
　結局、王室はエンジェーニョ主たちの
訴えにも耳を傾け、サルバドール・デ・
サーは更迭され、1661 年、王室はカ
シャッサの生産は認めることとなった
（販売も含め自由となるのは1695年の
こと）。

9月13日＝カシャッサの日

　そして現在では、王室によるカシャッ
サの禁止令を背景に、エンジェーニョ主
たちが蜂起したという点のみが抽出して
語れることで「カシャッサの乱」は“神
話”化され、1661年にポルトガル王室
がカシャッサの生産を認めたとされる日
付（9月13日）は、今ではナショナル・
カシャッサデーと定められている。
　とはいえ、「カシャッサの乱」に至る
までサー家、ベゼーハ家はいずれも、ポ
ルトガル王室の意向をそのまま受け入れ
ていたわけではなく、王室とは距離を取
りながら現地の都合に合わせた統治を
行っていた。だから「カシャッサの乱」は、
世襲制カピタニアを任されていた植民地
のポルトガル人と本国のポルトガル人と
の間に存在した溝が、ブラジル独立に向
かって深く大きくえぐれていく過程で起
こるべくして起きた騒乱のひとつだった
とも言える。建国200周年を迎える今
年の9月13日には、ぜひブラジルとい
う国が形作られていく中で、常に歴史に
寄り添って存在してきたカシャッサに、
杯を傾けながら想いを巡らせていただけ
たら幸いである。

ブラジル独立運動を
　  醸成したカシャッサ 麻生雅人

（『メガブラジル』編集長）

リオデジャネイロのエンジェーニョ▶︎

Salvador Correia de Sá e Benevides（著作権フリー）▶︎
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現代ブラジル文学の新潮流を象徴する作家オスカール・ナカザト
独立200周年記念事業の一環として初来日

駐日ブラジル大使館の
独立200 周年記念事業

　ブラジル独立 200 周年記念の文化
普及プロジェクトの一環として、駐日
ブラジル大使館は海外文学翻訳出版で
知られる水声社と提携してブラジル文
学翻訳出版への助成金拠出を行ってい
る。具体的には、水声社の「ブラジ
ル現代文学コレクション」シリーズで
2022 年に刊行される、
①グラシリアーノ・ハーモス
　『乾いた人びと』
②オスカール・ナカザト
　『ニホンジン』
③リジア・ファグンデス・テレス
　『女の子たち』
④イタマール・ヴィエイラ・ジュニオール
　『まがった鋤』
⑤マルケス・レベロほか
　『ブラジル文学傑作短編集』
の 5冊が対象となっている。念のため
出版時期を記しておくと、①は 2月、
②は 6月に出版されたが、③④⑤につ
いては、9月から 11 月にかけて出版
される予定となっている。
　この 5 冊の出版に合わせ、様々な
関連イベントが企画され実施されてき
ている。まず5月にG・ハーモス『乾
いた人びと』関連の映画上映会＆シン
ポジウムが開催され、6月から 7月に
かけては、『ニホンジン』刊行記念イ
ベントに参加するため著者のオスカー
ル・ナカザト氏が招聘され来日した。
こうした様々なイベントに筆者も依頼
を受けて参加したが、ナカザト氏とは
昼食会、刊行記念イベント会場でも長
めの会話を交わすことが出来た上に、
6月 30 日には 1時間半ほどの独自イ
ンタビューも行ったので、事実関係を

Q 作家、小説家、大学教授といくつもの肩書をお持ちだが、ご自身をどう
自己規定するか。

A 短編や中長編の小説をいくつも書いているので、作家ないし小説家と呼
ばれることも多いが、自分としては、ま
ず大学教師（註：現在、パラナ連邦工科
大学教授として文学と言語学を講じてい
る）だと考えている。比較文学・文学理
論で修士号、ブラジル文学で博士号を取
得したが、学生を相手に教えることが好
きなので、根っからの教員だ。従って、
自己規定するとすれば、「小説を書くこと
もある大学教員」となる。

Q 大学院（博士課程）で 20世紀ブラジル文学をリサーチした成果が博士
論文となったが、その時の“落胆”が小
説『ニホンジン』を書こうとのモチベー
ションに繋がったと聞いたが。

A パウリスタ州立大学 (UNESP) に提出した博士論文は、『統合と二重性の
イメージ --- フィクションにおけるニポ・
ブラジル人の登場人物』である。これは、
ブラジル文学作品のなかでドイツ移民や
イタリア移民が取り上げられたり中心
テーマになっている場合も少なくないの
に、脇役であれ日系移民が登場するブラ
ジル文学作品は極めて少なく、ほぼ無視
されているといえるというのが私の結論
であった。例えば、モデルニズモ宣言と
いえる『食人宣言』を書き上げたオズワ
ルド・デ・アンドラーデの小説『ゼロ地点』
では、「日本の帝国主義がこの黄色いチビ
でずんぐりした陰険な連中の心を律して
いた」という一節くらいで、今風にいえ
ば人種差別的な記述だ。

Q 『ニホンジン』の続編、『ニホンジン ２』を書く予定は？

A 映画でも小説でも、ヒットすると、続編「その２」を書いたり制作した
りするものだが、ほぼ間違いなく「その
２」は、駄作となるものが多い。故に、
『ニホンジン ２』を書くつもりは全くな
い。初期の日系ブラジル移民の苦闘の日々
を映像化した、チズカ・ヤマザキ監督の
『GAIJIN』(1980 年 ) は素晴らしい映画
で私も見て感動したが、その続編である
『GAIJIN 2』(2005 年 ) は、いただけな
い。日本へのデカセギ日系ブラジル人を
描いたものだが、何というか、映像化の
視点が定まっておらず、ストーリー展開

中心として要約的なメモを重ねておき
たい。

5月19日、アテネフランセにて

　2月に刊行された『乾いた人びと』
翻訳出版を記念した上映会＆シンポ
ジウム「20世紀ブラジル文学と映画」
が 5月19日、アテネフランセにて行わ
れた。ハーモスの古典的作品（原著初
版1938年）をネルソン・ペレイラ・ド
ス・サントス監督が映像化したのが、
シネマノーヴォの幕開けを飾った名画
『乾いた人生』（1963 年）であったが、
2001 年の「ネルソン・ペレイラ・ドス・
サントス監督作品特集」を嚆矢として
何回となく再上映されてきた。今回は
原作の邦訳出版を記念しての上映会と
シンポとなったものだが、シンポでは、
名古屋外国語大学教授鈴木茂氏、上
智大学講師タミス・シルベイラ氏と共
に筆者もパネラーとして参加し、ハー
モス文学やネルソン・ペレイラ監督に
ついて、さらにはノルデスチ（北東部）
の干ばつ問題についても議論がなされ
た。

ナカザト氏の来日

も不完全というか、途中で見るのをやめ
てしまったほどの「出来栄え」であった。
この『GAIJIN 2』は“失敗作”といえる。
　
　実は、現在執筆中の小説は、なんとか
今年中に刊行したいと思っているが、そ
のタイトルは決めている。『オジイチャン』
が、そのタイトルだが、別に日系人が主
人公ではなく、ポルトガル系ファミリー
を舞台にしており、息子の一人が、学生
運動から武装ゲリラ運動に参加していく、
という 1960 年代 70年代の軍政時代の
ブラジルが背景だ。これ以上のストーリー
紹介は”ヒミツ”としておきたい。

Q 今回の訪日の機会を利用して、日本を舞台にした小説も構想中と聞いた
が。

A 現在、20万人を超える在日ブラジル人が日本で働き生活しており、その
中には私の親戚も知人も少なくない。そ
の実態の一部を今回の各地訪問で実感し
たこともあり、改めて、日本を舞台とし
た小説を構想したいと思っている。但し、
『ニホンジン』の続編では全くないものと
なろう。

Q パラナ社会について聞きたい。今年2月のロシアによるウクライナ侵攻
が始まった時、3月初めにパラナ州議会が、
特別会議を招集し、「ウクライナへの、全
面的かつ無制限の連帯」を全会一致で決議
した。これは、ブラジルで60万人といわ
れているウクライナ系住民の8割くらい
が集中しているのがパラナ州であるから
だ。この一例からもわかるが、パラナは欧
州各国や日本などからの移民が開拓して
築き上げた社会であり、先住インディオ、
イベリア（ポルトガル）、アフリカという
三つの文化の融合がブラジル社会のベー
スとなっているという定説とは異なる。
　そんなパラナ社会論としては古典（初
版 1955 年）といえるウイルソン・マ
ルチンスの『ある異形のブラジル（Um 
Brasil Diferente）』の最終ページの結語
部分を読むと、「パラナとは何か。社会
学的な視点からいえば、他のすべての諸
文明の破片群を合わせて築き上げたオリ
ジナル文明という新次元を、ブラジルに
付加した地域である。（中略）人的規定か
らすればブラジル的ではないともいえる
だろう。大仰な身振りや感情の爆発に敵
対しつつ、その歴史は、謙虚かつ堅固に、

　6月26日（日）成田着、翌27日は、大
使公邸での歓迎昼食会、大使館におけ
る『ニホンジン』刊行記念セレモニー、
28日からは、茨城、東京、浜松、名古屋、
金沢、神戸、京都を訪問、複数の大学
（東京外国語大学、上智大学、愛知県
立大学、金沢大学、京都外国語大学）
での講演会、都内でのトークイベント、
在日ブラジル人コミュニティ・ブラジ
ル人学校との対話訪問など、二週間に
わたって超過密スケジュールをこなし
た。

小説『ニホンジン』について

　2011 年に刊行され、2012 年（芥
川賞のブラジル版といえる）ジャブチ
賞を受賞した『ニホンジン』のストー
リーは、初期移民ヒデオ・イナバタの
ファミリーを巡って展開する。孫のノ
ボルが語り手となって、農場における
コロノ生活の半奴隷的実態がノンフィ
クションタッチで語られ、終戦直後の
カチ組マケ組抗争（ヒデオはカチ組、
息子はマケ組）も史実に則って語られ
ていくが、最終章はノボルの日本行き
（デカセギ）を示唆している。登場人
物の心理描写もなかなか巧みな秀作と
いえる小説であり、ブラジル文学の歴
史において初めての日系ブラジル人作
家の出現と評価された作品だ。

その奥深いところでは全くブラジル的な
歴史を築き上げた。それは、多くの対立
文化に対抗しつつもナショナルな思念を
植えつけることが出来た、という意味で
のブラジル的な歴史だ。州民文化のルー
ツであるヨーロッパ本体でも出来なかっ
た人間同士の友愛という模範を示し、そ
れぞれ違った諸文化を調和的にまとめる
という素晴らしい経験を具現化できたの
であった。これが、パラナである。」
　こうした見方については、パラナ州民
のナカザト氏はどう考えるか。

A パラナ州は、確かに、イタリア、ドイツ、オランダ、ポーランド、ウク
ライナ、スペイン、レバノン・シリア、
日本などからの移民たちが作り上げた州
であり、それぞれの移民がもたらした諸
文明が融合して一つのオリジナル文明を
築き上げたといえる。世代交代でブラジ
ルに同化してゆき、イタリア移民の場合
は、イタリア系ブラジル人となり、日系
人の場合は、日本人からニポ・ブラジル
人になった。実は、ウイルソンの著書は、
まだ読んでいないのだが。

Q 私が以前読んで感銘した小説の一つが、ミゲル・サンシェス・ネトー
の『アナキストのある愛（Um Amor 
Anarquista）』( 刊行 2005年 ) だ。これ
は19世紀末パラナ州パルメイラでイタリ
ア人アナキストたちが立ち上げた実験村
「コロニア・セシリア」を舞台とした歴史
小説で、刊行された当時「新しいブラジ
ル文学潮流」と玄人筋から高い評価を受
けた。パラナに入り込んだ移民たちの物
語をベースとした歴史フィクション文学
として捉えれば、この作品も『ニホンジ
ン』も、どちらも「新しいパラナ文学潮流」
といえるのではないか。

A 確かに、ご指摘の通りで、一つのパラナ文学潮流といえるかもしれない。
コロニア・セシリアの話は比較的知られ
ているが、パラナ州には、様々な移民に
よる、様々な歴史経験が行われたところ
であり、そうした人々の社会活動があれ
ば、それらを題材とした”パラナ文学”
が今後も展開していくと思う。
サンシェス氏は、貧しい農家出身で、奨
学金のおかげで大学に入り、さらには博
士号も修得している。彼は作家であると
同時に大学教員で、現在はポンタグロッ
サ州立大学の学長になっている。

岸和田仁（『ブラジル特報』編集人）

ナカザト氏とのインタビュー
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株式会社アルファインテル
1979 年創業1979 年創業
　私は東京農業大学在学中に、移住研究部という部活動で移住
に関する研究に関わったことをきっかけに、1974年に海外移
住事業団（現在のJICA）の派遣で1年間ブラジルでの研修の
機会を得た。サンパウロからブラジリア乗り換えで3日間かけ
てバスでブラジル北部の研修先へ向かった。ベレン、トメアス、
モンテアレグレ、マナウスで日本から移住した方々のもとで研
修をし、酷暑の中でのご苦労をつぶさに感じた。
　この研修でできたブラジルとの縁で 1979年に起業して以
来、中南米、特にブラジルを主に取り扱う旅行会社として営業
している。
　当時ブラジルから各県人会の訪日団やコチア青年の2世訪日
研修団を代表とする団体が多く日本を訪れてくれた。1979年
の 12月にコチア青年移民（農業移民）の移住25周年の記念
事業として、「第1回コチア青年2世訪日研修団」130名の移
民2世の子たちが日本に到着したときのことはよく覚えている。
1986年にはブラジルに現地法人を設立（現在は別会社）し、
私は10年ほどサンパウロに駐在し、ブラジルと日本を行き来

した。

 入管法の改正 入管法の改正
　1990 年 6 月の入管法
の改正実施により、日系２
世、３世やその家族の就労
が合法化され、ブラジルか
ら来日する労働者が急増す
ることになる。当然弊社は
この来日航空券の販売に力

を入れた。1989 年に 14,528 人であった在留ブラジル国籍
者の数が、1996年には 20万人を超えたのだ。今思うと、こ
の時にこのマーケットに参入したことが弊社にとって大きかっ
た。1991年には名古屋支店を、1994年には群馬支店を開設
し、エスニックマーケットと言われるこの市場を拡大していっ
た。その後は日本に定着した在留資格を持つブラジル人、また
帰化した方々のブラジルはじめ南米への帰省のための航空券の
販売が弊社事業の7割以上を占めるようになった。
　一方で、弊社ではアウトバウンドでもブラジルをメインに団
体から個人旅行まで幅広く取り扱っている。ブラジルへの移民
80周年や100周年のときには、各県からブラジルへ慶祝団が
派遣された。文化・芸能団体も派遣され、移民された方々のご
苦労に謝意を示した。
　2006年には第一種旅行業資格を取得し、自社で募集型の海
外企画旅行を実施することも可能になった。

IATA 公認代理店へIATA 公認代理店へ
　更に弊社にとって大きな転換点となったのが、2012年 10

月に IATA公認代理店の資格を取得したことだ。IATAとは国
際航空運送協会（International Air Transport Association）
という国際線を運航する航空会社、旅行代理店、その他の関連
業界のための国際的な業界団体のことだ。IATAの公認代理店
になるには、一定の基準の審査をし、認可されなければならな
い。日本国内には旅行会社が1万社以上あるが、IATA公認代
理店はそのうちの250社程度だ。最大のメリットは世界各国
の IATA加盟航空会社の航空券を自社で発券ができることだ。
これにより弊社は航空会社と直接契約をし、世界中の航空券を
自社で発券し、さらにエスニックマーケットにおいては特別な
料金で発券・販売することが可能となった。
　2016 年 1月には、社名をそれまでの株式会社アルファイ
ンテル南米交流から、その守備範囲を広げるべく株式会社アル
ファインテルと変更した。
　その流れでブラジル人よりも在留者の多いフィリピン人の
マーケットにも参入し、2016年 2月にはフィリピンのマニラ
にコールセンターを開設した。
　私ども旅行業の仕事は、上記のとおり人の動きがあってはじ
めて成り立つものだ。

コロナ禍コロナ禍
　2020年 3月、新型コロナウィルスの感染拡大により人の動
きは止まり、以降旅行業界は文字通り凍り付いてしまった。各
国の入国制限等により、2020年 4月以降予定していたツアー
は全てがキャンセルとなった。
　しかしながら、コロナ禍の中でも、最も早く人の動きが戻り、
活発だと言えるのが、在留外国人とりわけブラジル国籍の人た
ちだった。あまり理解されていないかも知れないが、日本に在
留資格のあるブラジル人は、コロナ禍でも自由に（コロナの水
際対策のため検査など
煩雑な手続きはあるが）
日本とブラジルを行き
来することは可能だっ
たのだ。更に言うと、
ブラジルだけは日本人
に対して一度も国境を
閉じていないので、実
は日本人も自由にブラ
ジルには旅行ができた。
　もちろん、日本人の海外旅行はまだまだ見通しが立たないの
で厳しい状況であることには違いないが、1990年にエスニッ
クマーケットに参入したことが、今になって弊社にとっては非
常に大きなことであったし、これがなければコロナ禍を生き抜
くことは難しかったかも知れない。
　今後しばらくはwith コロナ時代が続くであろうが、経口抗
ウィルス薬ができるなどして、人の動きが戻り、また日本の皆
さんがブラジルへ多く足を運んでくれる日が一日も早く訪れる
ことを願ってやまない。

真夏の日本から真冬のブラジルへ

　ブラジル・サンパウロで７月に行われる世界最大級の日本祭り、
Festival do Japão に出演するため、急遽ブラジル行きが決定した。
４月に帰ってきたばかりだったが、６月末から再びサンパウロに飛
んだ。緩和してきたコロナ規制と夏のハイシーズン。また航空会社
の燃油サーチャージの大幅引き上げに伴い、インターネット検索で
の航空券は高騰。南米旅行を専門に扱うアルファインテルさんに航
空券の手配をお願いし、日々変わる渡航情報に関しても色々と教え
ていただき助かった。ワクチン接種証明書があれば日本出発時に必
要だった PCR 検査が６月末には不要だったので今回は出発前のバ
タバタが皆無だった。

ありがたき酷評

　サンパウロに到着して間もなく、時差ボケもまだ激しい中、現地
のとある日本人の方と対談させていただいた。その方から自分の音
楽について歯に衣着せぬ何とも厳しい評価をいただいた。
　『ブラジルのファンキと盆踊りの融合、って違和感しかなかった。』
三味線や太鼓など、日本の伝統音楽を一生懸命練習しているブラジ
ル人たちを茶化している、とまで云われた。正直ショックだった。
これからサンパウロの舞台でやるというのに、不安になって云われ
た言葉を一週間ぐらい引きずってしまった。冬のサンパウロがさら

に寒く感じた。
　アウグスタ通りのすき家で Kara-Ague Don Com 
Queijo（唐揚げミラネーザ丼）を食べながら、ああ、
あの方はきっと所謂メインストリームを好む方なん
だろう。面と向かって云っていただいた言葉、胸に
受け止め、気持ちを引き締めることができた。Kara-
Ague Don が旨かった。

フュージョン寿司のように

　世界でウケているフュージョン寿司のように既成概念をブッ壊す
音楽を自分は意図して作っている。自分自身、正統派ではないこと
はわかっているし、ブラジル音楽でもあり日本音楽でもある新しい
場所を模索して探している。正真正銘、新鮮な素材を生かした日本
の美味しいお寿司は最高だろう。その味が一番だと信じていたら、
恐らくブラジリアン寿司はおろかカリフォルニア寿司も食べられ
ないだろう。敢えて食べる必要すら無いのだろう。かく云う自分も
Hot Roll（ホッチホール）は苦手だが、６年前にスペイン・イビサ
島でイタリア発祥のブラジリアン寿司をサケリーニャを飲みながら
食べたのが衝撃でそれ以来、ヨーロッパやブラジルはサンパウロや
リオ、バイーア各地で“フュージョン寿司”を好んで食べてきた。
　２年前に作った“Tankobushi Funk 炭坑節ファンキ”も“Baile 
de Tokyo”も自分はこだわりを持って自分だけのスタイルの音楽を
作っているという自負がある。だから、ここで折れてはいけないのだ。
伝統と革新。伝統を尊重し、継承しながら新しいものを創り出したい。
フュージョン、それが自分のモットーだから。
  

Festival do Japão での出会いと感動

　日系ブラジル人の皆さんに失礼のないようにしよう、同時に日本

人の自分がどれだけこ
の国ブラジルを想って
いるか愛を伝えよう、
そして自分が今出来る

最大限のカッコいいパフォーマン
スを見せようと心に誓った。

　リオデジャネイロのイタグアイーから５人の若手ダンサーたちを
呼び、ブラジルと日本の国歌を弾くための電子ピアノも準備した。
　迎えた Festival do Japão 初日当日。若干の緊張はあったものの
うまくいった。感謝のおもてなしライブが出来た。新しい出逢いも
沢山あった。３日でおよそ 18 万２千人の来場者を記録した今回の日
本祭りはコロナの影響で２年の間、リアル開催できずにいた。その
ため出展者や来場者の皆さんもとても嬉しそうに見えた。アニメ・
コスプレ人気の他の海外でも行われている日本祭りとは一味も二味
も違うブラジルの日本祭り。言うまでもなく、日本人ブラジル移民
の歴史がそこにあるからなのだ。新しい感動があった。“俺のブラ
ジリアン JAPORTUGUÊS” YouTube チャンネルで色々とインタ
ビューをしてきたので、是非その様子を観ていただきたい。

Abrigatô

　声をかけてくれる、応援していてくだ
さる方々がいる。とてもありがたいこと
だ。Festival do Japão でのきっかけ
をくれた JOE HIRATA さん（外国人で
初めて NHK のど自慢大会で優勝したブ
ラジルで活躍する歌手）、Alternativa
の皆さん、日本海外協会の皆さん、そ
の他大変懇意にしてくれたブラジルの
皆さんに感謝しかない。ありがとうブラジル！だから、負けない、
結果を出していく。Só Gratidão,Vou Me Ganbatear!Bora! ブラ
ジルと日本をもっとフュージョンしていきたい。

ああ、イイ気分だ！≒ Aí Que Bunda!（何てケツだ !）

　ブラジルでポルトガル語に触れた方なら誰でも思いつくような、
この日本語とポルトガル語のシャレ。これを小咄で終わらせるので
はなく、音楽作品というカタチにするため制作した、といっても過
言ではない楽曲『Bum Bum Bom Bom（ブンブンボンボン）』。2
月にリオデジャネイロで撮影したミュージックビデオを７月のブラ
ジル滞在中にリリースする予定だったのが " ブラジルあるある " で大
幅に遅れ、幾度の交渉と確認を繰り返し、KondZilla チャンネルで
８月末のリリースとなった。
　前述の Festival do Japão、そして帰国翌日に参加した NPO 法
人ブラジル solidário 横浜の 114 周年イベントや、８月上旬に名古
屋で行われたブラジル人主催の音楽フェスティバル Summer Fest 

Japan でも好反応を得た。日本人
がサンバをやろうがファンキをやろ
うが、制限は無い。しかしながら
Gringo の自分は今後も起源と歴史
を尊重しながら、あくまで日本人の
品格と教養はしっかり持ってブラジ
ルに挑戦していきたいと思う。

Make Your Life 
GOSTOSO ③

ブラジル現地報告BRAS
IL
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REI CAPOEIRAP
（音楽プロデューサー）

佐藤貞茂
（株式会社アルファインテル　代表取締役）
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1. プログラム医療機器の発展と
　 ブラジルの法規制

　近年、医療行為においてもデジタル技術の活用が進んで
いる。診断や治療を支援するソフトウェアはプログラム医
療機器（Software as a Medical Device：SaMD）と呼ばれ、
たとえば、人工知能（AI）による画像診断やニコチン依存症
に対する治療用アプリなど多数のプログラム医療機器が実
際に活用されている。プログラム医療機器に関しては、各
国でその開発や実用化のための制度が制定され、日本でも、
2020年に厚生労働省がプログラム医療機器実用化促進パッ
ケージ戦略（DASH for SaMD）を打ち出すなどプログラム
医療機器の実用化に向け国を挙げて体制強化を図っている。
　ブラジルにおいては、プログラム医療機器に特化した具体
的な法規制はなく、プログラム医療機器についても、国家衛
生監督庁（Agencia Nacional de Vigilancia Sanitaria：
ANVISA）が制定した医療機器全般に関する規則（2001
年 RDC決議 185号（以下「決議185号」という）など）
が適用されていた。もっとも、従前のANVISAの決議はハー
ドウェアタイプの医療機器を想定した規定であったため、ラ
ベル表示や使用説明書の印刷などプログラム医療機器では
その対応が想定できないものも少なくなかった。また、ソ
フトウェアのアップデートのたびにANVISAへの変更申請
が必要か否かなど不明瞭な点が少なくなかった。そのため、
プログラム医療機器を利用した医療行為の法的安定性がな
く、その結果としてプログラム医療機器の実用化が遅れて
いた。そのような状況において、ANVISA は、2022年 3
月にRDC決議 657号（以下「決議657号」という。）を
発行し、プログラム医療機器の特殊性に応じた新たなルー
ルを制定した。

2. プログラム医療機器の定義

　決議657号では、プログラム医療機器を、1つ以上の医
療用途を有する医療機器（体外診断用薬・機器（In Vitro 
diagnostics）を含む）で、モバイルアプリケーションの形
態を含み、ハードウェア医療機器の一部ではないものと定
義している。なお、「医療機器」とは、決議185号において、
薬理学的、免疫学的又は代謝学的な手段を用いずに（これら
の手段により機能が補助される可能性はある）、予防、診断、
治療、リハビリテーション又は避妊を目的とし、人に主要な
機能を発揮させるものと定義されている。そのため、運動
などの健康活動の奨励や健康管理の維持を目的とし、予防、
診断、治療、リハビリテーション又は避妊を目的としない

ソフトウェアはこれに含まれない。また、ANVISAにより
規制対象外製品として指定されているソフトウェア、医療
サービスの事務管理のためだけに使用されるソフトウェア、
臨床診断や治療目的のない人口動態や疫学の医療データを
処理するソフトウェア及びすでにANVISAの規制を受けて
いるソフトウェアもこれに含まれない。

3. プログラム医療機器の届出・登録

　プログラム医療機器をブラジルにおいて製造、輸入及び
販売するためには、決議185号に基づくリスククラス（I、
II、III、IV）に応じて、ANVISAへの届出又は登録が必要と
なる。どのリスククラスに該当するか疑義がある場合には、
ANVISAに確認することができる。ただし、医療機関自身
により開発され、当該医療機関又はその子会社における医
療サービスのためにのみ使用されるプログラム医療機器は、
リスククラス I 又は II に分類される場合、ANVISA への届
出又は登録が必要とされるその他の医療機器の機能を妨げ
ない限り、ANVISAへの届出は不要である。なお、特定の
医療機器の専用付属品であるソフトウェア及びプロセッサ
を搭載した特定のハードウェアに組み込むことを前提に開
発されたソフトウェアは、かかる特定の機器（ハードウェア）
とともにANVISAに届出又は登録が必要となる。

4. その他の新たな規制

　決議657号によるその他の規制の詳細は割愛するが、決
議657号はいくつか新たな規制を設けている。たとえば、
決議185号などにおいて規定されているラベル表示や使用
説明書に関してプログラム医療機器の特殊性に応じた追加
的な記載事項（ソフトウェアの更新方法の説明など）が規定
される一方、ソフトウェアがオンライン上で配布されてい
る場合は物理的なラベル表示や使用説明書の配布は免除さ
れることが明記された。また、医療機器に関する情報の変
更は2020年 RDC決議 340号に従う必要があるが、決議
657号においてプログラム医療機器について変更申請が必
要となる事由（新たな適応症の創出など）が規定された一方、
単なるプログラミングのエラー修正などは変更の必要がな
いことが規定された。さらに、医療機器の安全性及び効能
に関する基本要件を規定した2021年 RDC決議 546号が
プログラム医療機器にも適用されることが規定されるとと
もに、プログラム医療機器の特殊性に応じた項目（ソフト
ウェアと使用環境の相互作用により生じ得るリスクに関す
る情報提供など）が規定された。

ブラジルにおける
プログラム医療機器（SaMD）
に関する法規制

柏 健吾
（TMI 総合法律事務所

日本法弁護士
現在ブラジルで勤務）

ビジネ
ス

法務の
肝

連載
　　　

　ブラジルは、国土面積851万 km²、人口2億 1300万人超、
26州、連邦区（ブラジリア）、5,570の自治体に分布する大陸
規模の国であり、内陸部の各所で生産、都市部への輸送、沿岸
部の港への輸出のために多くのインフラが必要である。しかし
ながら直近10年は、ブラジルにおいて公共予算が限られてい
ることもあり、インフラへの投資が年々減少している。ブラジ
ルインフラ・基幹工業協会 (ABDIB) によると、2021年にはエ
ネルギー、運輸、通信、サニテーションの各分野に1,480億レ
アル（GDPの 1.7%に相当）が投資されたに過ぎない。全国的
にインフラの拡大と質の向上を図り、ブラジルコストを削減す
るためには、更なる投資が必要である。
　1995年にコンセッション法（法令 8,987/1995）が可決さ
れて以来、連邦政府及び州政府は、公的補助金を用いないコン
セッションに依存し、民間投資によるインフラ拡張を進めてき
た。その後、インフラ投資全体に占める民間企業の割合は年々
増加し、2010年には56％、2021年には78％に達している。
2004 年 に は PPP – Public Private Partnership（ 法 令 
11,079/2004）が可決され、政府による補助金付きコンセッ
ションを行うことが可能になった。PPPは、社会インフラ（高
速道路、地下鉄、BRT、モノレールなどのモビリティ、セキュ
リティ、病院、公共照明、市民サービスセンター、スポーツ施
設など）の分野で民間資本を呼び込むために、政府がコンセッ
ション事業者に補助金を支払って事業者の運営費を軽減し、結
果として社会インフラに係る料金の値上げを抑制する効果があ
る。あるいは利用者から徴収できないサービス（例：刑務所、
公立病院等）について政府がコンセッション事業者に運営費を
全額補助することもある。
　2016年、連邦政府はPPI - Investment Partnerships Program
を制定し、PPI は連邦政府及び州政府のコンセッション及び
PPPプロジェクトの選定、優先順位付け、ストラクチャリング
に関する公共部門のガバナンスとプロセスマネジメントを担当
する公的組織となった。以来、連邦政府はPPI を通じて、契約
の質を向上させ、様々な分野におけるコンセッション及びPPP
プロジェクトのストラクチャリングとオークションの件数を大
幅に増加させることに成功した。
　2019年から2022年 4月までに、PPI は 147件のプロジェ
クトオークションを成功裏に支援することができ、総額1,690
億米ドルの投資と300億米ドルの政府による補助金が発生し
た。通常オークションで使用される競争基準は、入札金額が最
も高いものであるが、PPPの場合は、政府がコンセッション
事業者に支払うべき補助金の水準が最も低いものが使用される。
投資の内訳は、石油及びガス部門で1,250億米ドル、運輸部門

（空港、高速道路、鉄道、港湾）で170億米ドル、社会インフ
ラで100億米ドル、エネルギー部門（送電・配電）で80億米
ドル、通信部門（5Gライセンス）で80億米ドルとなっている。

直近のインフラ動向

　ブラジルで多くの投資を必要とする分野としてサニテーショ
ンがある。現在、飲料水の供給のカバー率はブラジル総人口
の約84％、衛生的な下水処理のカバー率はブラジル総人口の
56％にとどまっている。2020年に可決されたサニテーション
に関する新たなフレームワーク（法令 14,026/2020）では、
2033年までにブラジル総人口の99％に飲料水を、ブラジル総
人口の90％をカバーする汚水の収集と処理を行うという、国全
体のサニテーションの普遍化に関する明確な目標が設定された。
2020年にKPMG Brazil では、ブラジル全体のサニテーショ
ンの普遍化に必要な総投資額を7,530億レアルと推定する調査
を実施した。新たなフレームワークが可決されて以来、6つの
州（アラゴアス州、マットグロッソ・ド・スル州、エスピリト
サント州、リオデジャネイロ州、アマパー州、セアラー州）で
サニテーションサービスのコンセッションとPPP契約の入札
が相次いで成功している。当該6州では、入札で確約された投
資総額は470億レアル、政府による補助金は300億レアルに
上り、落札グループの多くには国内外の関連年金やインフラ基
金が含まれている。これらのオークションは、ブラジルで採用
されたこのサニテーション普及モデルへの関心と市場の潜在力
を証明するものとなっている。

　現在、PPI は、総額約410億米ドルの投資案件を組成中であ
り（内訳：社会インフラ24件、空港17件、港湾14件、国営
企業民営化6件、高速道路5件、鉄道3件、送電2件、石油・
ガス1件）、2022年後半から数年の間に入札が行われる予定
である。
　サニテーション分野では、過去 2年間のコンセッションや
PPPの入札で 470 億レアルを保証したことを考慮しても、
2033年までにブラジル全体のサニテーションの普遍化のため
に更に7,000億レアル以上を投資する必要がある。
　2022年 10月には大統領選挙と知事選挙が行われ、2023
年 1月からは新知事が2023年から2026年までの任期中に、
運輸、エネルギ、都市交通、衛生、社会インフラの分野で多く
のコンセッションとPPPプロジェクトを含む、現行と同じく
らい野心的なインフラ投資計画を開始しなければならないであ
ろう。

  連 載 ★勘どころ 〜税務＆ホットトピック〜

ブラジルにおける
インフラストラクチャ―セクタ―
の動向 三上智大

（KPMG ブラジル
ジャパンデスク
マネージャー）

遠藤悦男マウリッショ
（KPMG ブラジル

アドバイザリー
パートナー）

天野義仁
（KPMG ブラジル

ジャパンデスク
責任者）
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エ ッ セ イ

ルイス・フェルナンド・ベリッシモ氏は、1936年 9月
26日、RS州ポルトアレグレに生まれ、今年85歳を

迎える。長年にわたって、作家として、ジャーナリストとし
て、そして、ジャズ・ミュージシャンとして、多彩な活動を
続けており、作家としては、クロニカと呼ばれる短編小説分
野で多く活動され、特に、1981年出版の「O Analista de 
Bagé」（バジェの批評家）は、ウルグアイに近い田舎町バジェ
の人々の生き様や出来事を、地元精神科医の眼を通してユー
モラスに紹介するもので、発売から2日で完売、1995年に
第 100版出版を記録したベストセラーになった。また、本
格的な小説では、「O Jardim do Diabo」（悪魔の庭）が有名。
ジャーナリストとしては、地元のZero Hora の他、Estado 
de S.Paulo、Jornal do Brasil など各地の主要紙や雑誌
Veja の論説委員やコラムニストを務め、また、TV-Globo
のテレビ作家・脚本家としてヒット作を出すなど、幅広く活
躍されてきた。

そんなベリッシモ氏との出会いは、在ポルトアレグレ総
領事館の文化担当官として、国際交流基金文化人短期

招聘計画での訪日招待を実現すべく、コンタクトしたことが
契機であった。招聘計画は順調に承認され、1992年 10月
にルシア夫人とともに始めて日本を訪問された。私の学生時
代の愛読書だった「Olhai os lírios do Campo」（野に咲く

百合を見よ）の作者、エリコ・ベリッシ
モ氏の子息であることもあってか、訪日
後、親しく接する機会が増えていた。そ
んな中、フェルナンド・ベリッシモ氏が
同郷のイラスト画家のジョアキン・デ・
ファオンセカ氏と共同で世界各地の魅力
を紹介する旅行記 Traçando シリーズ
で、日本を取り上げるという企画が浮上
した。同シリーズでは、既に、ニューヨー
ク、パリ、ローマ、ポルトアレグレが刊
行されていたところで、国際観光振興会

（現在の国際観光振興機構・JNTO）の協力を得て、同協会
の招聘事業として、ベリッシモ氏は、フォンセカ氏とともに、
1994年 11月に二度目の訪日が実現した。

私は、その年の夏には帰国していたので、ベリッシモご
夫妻がフォンセカ氏と日本を訪問された時には、本省

でお会いしただけでなく、週末には自宅のある藤沢にお迎え
し、コール首相も訪れた長谷の古民家・和食レストランでラ
ンチをした後、妻とともに古都鎌倉をご案内した。折悪し
く、鎌倉大仏の爪に真っ赤なマニュキュアが塗られるいたず

ら事件の直後で、ためらいもあったが、御夫妻を高徳院にお
連れしたところ、日本でもこのような事件が起こることに少
し驚かれた様子ではあったけれど、優しく微笑まれたことが
印象に残る。一行は、東京都内だけではなく、広島、倉敷、
神戸、京都、大阪、箱根等各地を巡り、浮世絵や相撲など日
本の文化や人々の生活に触れられた。翌 1995年、この旅
行記「Traçando Japão」が、日本ブラジル修好100周年
記念事業の一環として、上梓された。今回、この拙文を記す
にあたって、読み直して、幾つか気づいた。スタンフォード
大学で教鞭をとっていた父親の仕事の関係で、年少期の彼が
1943～ 1945年のロス、サンフランシスコに住み、戦時中
の日本人コミュニティと接点があったことを知った。また、
私たちと訪れた鎌倉大仏マニュキュア事件が、日常の出来事
として淡々と取り上げられていたり、公式プログラムではな
く御夫妻のイニシアチブで銀座や原宿に出かけ、若者の服装
や七五三のお祝いなどに随所に新たな発見があったことなど
も紹介されていたり、本作品が、卓越した観察力とシニカル
でユーモアにあふれた軽妙な文体で綴られた、素晴らしい日
本紹介の書物であることを再確認させられた。

その後、2012年、私がベレン総領事の時に、パラー州
政府行事での講演のためベレンを訪れたベリッシモご

夫妻と偶然に再会を果たした。お二人は、いつも奥様が側
におられる仲の良い御夫妻で、講演の合間に会議場脇のソ
ファーでお話しをすることでき、偶然の再開を喜び合い、ポ
ルトアレグレでの次回再会を約した次第である。御夫妻は、
その後パリに向かわれたが、帰国後にパリではピナコテカ美
術館で広重・ゴッホ展を楽しんだことや日本館に立ち寄った
ことを伝える絵葉書を頂いた。翌2013年 8月、ベレンか
らの帰朝直前に懐かしいポルトアレグレを訪ね、ベリシッモ
御夫妻宅にご挨拶に伺った。私たち夫婦は、ご自宅で昼食に
招かれ、ご子息夫妻、お嬢様、そして、代表的文化施設・サン・
ペドロ劇場館長とともに、ベリッシモ氏ご自身の手料理を味
わいながら、暖かく楽しい歓談の一時を過ごした。お嬢様は、
当時、モザンビーク関係の仕事に付かれていたこともあって、
その話題で盛り上がったことを今でも思い出す。

日本に戻ってからも、クリスマスカードのやり取りなどを
続けていたが、コロナでブラジルへの郵便が不通にな

り、この2年間、残念ながら一時的に交信が途絶えている状
況である。「Traçando Japão」の最後のページに、訪問中に
拝むことができなかった晴天下の美しい富士山の全容を見る
ためにも、再度の訪日が必要と書かれている通り、ベリッシ
モご夫妻を今一度、日本にお迎えしたいと心から願っている。

ルイス・フェルナンド・ベリッシモ氏
との思い出
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沼田行雄（協会理事）

　この７月、ＮＨＫのサンパウロ支局に赴任して１年が過ぎた。
この１年あまりを振り返り、これほど自分の人生や考えに劇的
な影響を与えた時間はほとんどなかった。赴任するまで、私は
ブラジルを含め中南米とは無縁の生活を送ってきた。当然なが
ら、ポルトガル語やスペイン語の能力はゼロ。当時の上司から
次の異動先が「サンパウロ」と言われたとき、理解が追いつく
までの一瞬、頭が真っ白になったほどだ。
　海外特派員としては2012年から2016年までの４年間、ド
イツのベルリン支局に赴任した経験がある。日々多忙だったが、
仕事は面白く、帰国後も海外勤務の希望を出し続けていた。た
だ、まさかこのタイミングで、ブラジルに来ようとは、想像も
していなかった。
　同僚からは「ブラジルはビザが下りるまで時間がかかるから、
ゆっくり準備すればいい」とのアドバイスを受けていた。ただ、
実際にビザは申請から１週間で下りた。東京・五反田にあるブ
ラジルのビザセンターは、コロナの影響で、手続きに来ていた
人は私以外にほぼ皆無。10以上ある窓口と広大な待合室から、
普通なら人でごったがえすのだろう。数ヶ月から半年かかると
みていたビザは、意外にもあっけなく手に入った。
　もう１つの課題だったのがワクチンの接種。当時ブラジルで
は、コロナの死者が１日1000人を超えていた。ワクチンのキャ

ンセル待ちを受け付けている首都圏の病院にかたっぱしから電
話をかけた。事情を説明し、なんとか出発までに２回の接種を
終えることができた。
　出国に手間取る同僚も多い中、発令から１か月ほどで日本を
出発した。当時日本は、東京オリンピック直前のコロナ患者急
増で、厳しい隔離措置がとられていた。一方のブラジルには、
ほぼ何の障壁もなくスムーズに入国。その日から支局での仕事
をスタートさせた。こんなに緩くて大丈夫だろうかと思ったが、
その分、外での取材がやりやすいとプラスに考えるようにした。
　サンパウロでの特派員生活は、毎日が刺激に満ちている。言
葉や制度の問題から、日本やドイツに比べて、同じ物事に２倍、
３倍の時間がかかることもある。一方、想像もしないところか
ら突破口が開けたりもして面白い。治安と衛生面の不安はある
が、食文化が豊かで、人々には暖かく受け入れられてもらって
いると感じる。
　赴任前にニュースで見たブラジルは、深刻なコロナ感染や経
済の混乱など、時期的にどうしてもネガティブな話題が多かっ
た。これからはブラジルを紹介する立場として、日本の人々に
ポジティブなブラジルを知ってもられるような存在になりたい
と思う。

“未知の世界”ブラジルとの出会い
ジャーナリストの旅路

木村隆介
（ＮＨＫサンパウロ支局長）

尾曾菜穂子
（ブラジル日本交流協会研修生）

　私はサンパウロ州ピラール・ド・スールで日本語教師をして
いる。11ヶ月の期限のうち、もう4ヶ月が過ぎた。私にとって、
ブラジルで暮らすことはかねてからの夢だった。
　初めてのブラジルとの出会い。それはもう7年前のことにな
る。近所の学校に、ブラジルから何名か留学生が来ていた。私
はその留学生たちが大好きで、ブラジルという国にも興味を
持った。彼らは日本語しか話せない私をいつも遊びに誘ってく
れた。そこにはいつも愛と笑いがあり、私はそんな時間が大好
きだった。4年前、その留学生を頼って1ヶ月ほどブラジルに
滞在した。
　その時の居心地の良さから、今年の4月にまたブラジルへ来
てしまった。今度の場所にはホストしてくれる友達家族はいな
い。いかにしてこの町の人々と出会おうか…私は、友達と一緒
に行ったバーで2人のブラジル人と出会った。彼らと飲んで楽
しく会話した後、みんなで広場へと向かった。そこにはたくさ
んの人が集まっていた。友達の友達、さらにその友達…という
ように、その場の流れで誰かと出会って集まり輪になる。
　ブラジルに暮らして感じたことは、愛と笑い、そして居場所

がある温かさだ。友達を作るのも、知らない誰かと一緒に時間
を過ごすのも、そんなに難しいことじゃない。流れで出会って
集まって、音楽をかけて歌って、踊って、たくさん話をして、
アイディアを交換して、たくさん笑う。このような流動的な集
まりを「Rolê」というそうだ。
　Rolê に参加していると、ああ、ブラジルっていいな、と思う。
思えば、最初に出会ったブラジル人も、4年前にお世話になっ
たブラジル人も、今一緒にいる友達も、よくRolê を開催する。
みんなを誘って集まり、ゆるく楽しく時間を過ごす。Rolê は、
それまで私の知っていた「遊び」とは違った。日本で友達と遊
ぶとき、オシャレして遠出して、お金と時間をかけていた。そ
して、「今日は〇〇ちゃんと遊ぶ」、というように、その日に遊
ぶ相手は決まっていた。しかし、ブラジル人の、ブラジルでの
遊びは、もっとゆるい感じだ。オシャレしなくても、近場でも、
もっと気軽に友達と、誰かと会うことができる。途中参加も途
中退出もあり。今自分がその素敵な輪の、渦の中、「Rolê」に
いることが嬉しい。

ブラジルに暮らして

Rolê 〜流動的な、愛と笑いの集まり〜
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　今年2022年7月2日（土）から10日（日）までの9日間、
第 26回サンパウロ国際書籍ビエンナーレが展示場 Expo 
Center Norte にて開催された。前回2020年はコロナ禍
によりヴァーチャル開催となったため、今回は2018年か
ら 4年ぶりの対面式ブックフェアーとなったが、事前の予
想を大幅に上回る活況をみせた。このブラジルでは最大の
「本の祭典」については、主要メディアや業界紙サイトが詳
しく報道していたが、YouTubeなどでも面白い密着レポー
トがいくつも掲載されていたので、この辺の複数のライブ
情報に目を通してみた。そこから見えて来た、ブラジル出
版界の現状をフォローしてみたい。

サンパウロ・ブックフェアーの歴史
　サンパウロとリオで隔年ごとに書籍ビエンナーレを開催
するようになったのは、1970年からである。偶数年はサ
ンパウロで、奇数年はリオで、という両都市交互開催スタ
イルが確定してから50年以上経過したので、今回は第26
回となっている。
　筆者が初めて入場した1986年の書籍ビエンナーレ会場
は、イビラプエラ公園内のサンパウロ・ビエンナーレ（美術
展）会場を使っていたが、その後サンパウロ市北部の大型展
示スペース・アニェンビ（Parque Anhembi）での開催と
なって、世界でも有数のブックフェアーとして定着していっ
た。筆者が実際に出かけた2008年の第 20回ビエンナー
レは今でも記憶に残っているが、この時は、リーマンショッ
クの直前で、ブラジル経済も出版業界も高度成長中の時期
であり、熱気と活気のあふれるブックフェアーになってい
た。ベストセラーから学術書まで新刊本が山積み状態だっ
たが、古本コーナーもいくつも設けられ、あちこちで新本
や古本を何冊も抱きかかえた老若男女がレジ前で長い行列
に並んでいた。このシーンは、1970年代に東京の百貨店
で頻繁に開催されていた大型古書展の雰囲気にそっくりで、
本好きの熱気というのは、日本だろうがブラジルだろうが、
全く変わらない、と実感したものだ。今回の第26回サンパ
ウロ書籍展でも同様の熱気をYouTube 画面を通じて感じ
られたのである。

第26回ブックフェアーは大盛況
　業界紙報道に基づき、今回の第26回書籍ビエンナーレの
成果を数字で確認してみよう。①入場者数は66万人で前回
2018年よりも10%増（ちなみに、12歳未満も60歳以上
も入場料は無料）②入場券購入方法は、会場で購入したのは
全体の10%で、90％がオンラインで事前購入、③総販売冊
数は300万冊（入場者一人当り平均7冊購入）、④出展社数
　182社、となっているが、いくつかの出版社別のトピック
もメモしてみよう。
　Global 出 版 社：販売部数では前回（2018 年）比で
100%以上増加、なかでも人類学者ダルシー・リベイロ
(1922-1997) の主著『ブラジル国民』の特別記念版が一番
売れた由で、二番目は、これまた古典といえる社会人類学者
ジルベルト・フレイレ（1900-1987）の『大邸宅と奴隷小屋』
であった。
　Globo 出版社：一番売れたのが、高見広春『バトル・ロ
ワイアル』のポルトガル語翻訳本、二番目が現在ベストセラー
となっているラウレンチーノ・ゴメスの歴史ノンフィクショ
ン『奴隷制　第3巻』で、全体の販売部数は前回（2018年）
比で4倍増であった。
　Record 出版社については、前回（2018年）比、3倍増、
Submarino 書店の場合は、前回比で 330%増、Loyola 出
版に関しては、延べ3千冊が売れたが、これは前回比30%増、
Rocco出版社については、同社の目玉商品であるハリーポッ
ター関連本の売行き好調で、前回比185%増、というように、
各社とも予想以上の売行きに嬉しい悲鳴を上げていた。

特別招待国ポルトガル
　今年2022年はブラジルがポルトガルから独立し
て200 周年ということで、今回の書籍ビエンナー
レではかつての宗主国ポルトガルが特別招待国とし
て大きな展示スペースが設けられていた。なかでも
人気作家ヴァルテル・ウーゴ・マンイ（Valter Hugo 
Mãe）の最新作『ブラジルの病気』の発刊イベントが本人も参
加して行われ、大いに注目を集めた。アンゴラ生まれのヴァ
ルテルが、ブラジル史を題材にとって、ポルトガル人が先住
民インディオに対して抑圧的に植民化したファクトを小説化
したものだが、彼の長編小説としては8作目だ。この件では、
総合週刊誌VEJA(2022 年 7月13日号 ) も、見開き 2頁の
特集記事でヴァルテルを大きく取り上げていた。
　4年ぶりのブックフェアーにまつわるエピソードをいくつ
かメモしてみたが、複数の大手書店や出版社が経営危機に
陥った（民事再生を申請した）2018年から4年経過したこ
ともあり、ブラジルの出版業界は息を吹き返したといえるだ
ろう。ブラジルの活字文化ポテンシャルは、やはり侮れない
パワーを有しているのだ、と筆者は再認識した次第である。

連載 文 化 評 論
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サンパウロ・ブックフェアーにみる
ブラジル出版業界の復活パワー
岸和田仁（『ブラジル特報』編集人）

最近のブラジル政治経済事情（外務省中南米局提供情報並びに現地メディア報道他より）

●大統領自ら「不正選挙」偽情報を拡散
　ボルソナーロ大統領は 7月 18日、ブラジリアに駐在し
ている各国大使を大統領官邸に招き、伯の電子投票システ
ムの脆弱性を指摘し、2018 年にハッカーが選挙高等裁判
所（TSE）のコンピューターシステムに侵入したとされる
件を理由に「2018 年の選挙は不正選挙であり、2020 年
の地方選挙は実施されるべきではなかった」と主張したが、
証拠は提示しなかった。また、ボルソナーロは、選挙高等
裁判所（TSE）と連邦最高裁判所（STF）を批判した。尚、
連邦警察と連邦検察庁の調査では、2018 年のハッキング
未遂により、電子投票システムのセキュリティが破られた
痕跡は見つからなかった。ボルソナーロは他にも「TSE自
身、2018 年の票数が操作されたことを認めている」、「票
の集計は（TSEではなく）外部委託された民間企業が行っ
ている」等の偽情報を連発した。これに対し、ファキン選
挙高等裁判所（TSE）長官は「電子投票システムに対して
不正が行われた形跡は一切ない。選挙裁判所が本年の選挙
を公正且つ透明な形で実施するための準備はできている。
ある重要人物（ボルソナーロ）による選挙否定論は受け入
れ難いものである。証拠もないのに特定の国家機関（TSE）
が不正を働いていると告発するのは極めて深刻なことであ
る。彼らは世論を囚われの身にしようとしている。偽情報

と専制的なポピュリズムに対して『もう、たくさんだ』と
言う時に来ている」とボルソナーロを名指しすることなく
批判した。パシェコ上院議長、ルーラ、シロ・ゴメス、テ
ベチ等の大統領候補もボルソナーロを批判した。尚、オ・
グローボ紙によると、アルゼンチン、チリ、中国、英国の
大使は会合に招かれず、米国大使は空席のため、臨時代理
大使が出席した。（7月 19日付コレイオ・ブラジリエンセ）
　尚、18日の会合の出席者で、フォーリャ・デ・サンパ
ウロ紙の取材に応じた複数の大使は、「ボルソナーロの選
挙に関するプレゼンテーションは、注意を逸らす、または
開票結果に疑義を呈するための準備を目的とした、トラン
プ流の戦略である」と見ている。また、今回の会合がSNS
上で生中継されたことから、「外交団よりも、過激なボルソ
ナーロ支持層を繋ぎ止めるためのイベントに過ぎない」と
の意見もあった。更に、パワーポイントの資料にボルソナー
ロ大統領の写真が随所に使われていたり、英語の綴りの間
違い等、初歩的なミスが目立つ等、全体として素人の仕事
と評された。但し、ボルソナーロの主張には確固たる根拠
があり、伯の電子投票システムに対する疑問が深まったと
述べた出席者が一定数いたことは事実である。（7月 19日
付フォーリャ・デ・サンパウロ）

　先日、一年半ぶりにブラジルに戻る機会があった。幼少
期と小学校から高校までの 10年間をブラジルで過ごし、
大学に入学するタイミングで日本に帰国した。以来、今回
は2度目の訪伯である。日本の生活でともすれば忘れて
いた光景に出くわし、ここがブラジルだと。その中で、い
くつか感じた事がある。 
　１つ目は、ブラジルでは日常の光景ではあるが、車に乗っ
ていた際、飴やガムを売りに来る年端もいかぬ子供達がい
た。学校にも行けずにその日を生きる為に、街角に立つ。
現在の日本でそのような光景を見る事は無い。物乞いをす
る子供達と同じ年齢の日本の子供達は、当たり前に学校で
勉強でき、当たり前にご飯を食べる事が出来る環境にいる。
無論、日本にも貧富の差は存在するが、日常の中で、「貧
困」を直接感じる事があまりない。ブラジルに住んでいた
時は、「貧困」は身近にあるものであったが、この「貧困」
という問題に対して考える事が減っていた。恵まれしもの
である自分の、立ち位置を改めて考えるきっかけとなった。 
　２つ目は、海外、それも新興国で過ごしたからこそ分か
る、日本のインフラの凄さである。私が住んでいたサンパ
ウロは大都市であるが、停電は珍しい事でなく、懐中電灯

を頼りに食事をする事や、学校の宿題をせざるを得ない事
もあった。雨が降れば信号機が壊れ、道路が冠水し陥没す
ることも日常茶飯事で、いつまで経っても街中の穴の数は
一向に減らない。 
　３つ目は、時間感覚についてである。日本で地下鉄を利
用する際、時間通りに運行される事は当たり前である。イ
ベントなどにおいても、ぴったりと決められた時間に始ま
り、決められた時間に終わる。私も時間を気にし、気付い
たら焦っていることが増えた。ブラジルでは時間通りに来
る事が逆に珍しく、人々も多少遅れる事を気にしない。全
てがブラジルのリズム、時の流れがゆっくりであり、「時間」
というものに追われている人々も少ない。勿論、時間通り
に物事を進めることは大切な事であり、望ましい事である。
しかし、日本ほど厳密に時間を気にしない彼らのおおらか
さや生き方は、どこか懐かしく、羨ましいとも感じた。 
　今回ブラジルに戻り、日本とブラジル、両国の違いを改
めて実感した。今は日本の便利さ、快適さを享受している
が、また直ぐに、少しばかり不便だが情味溢れるブラジル
に戻りたいと思っている自分がいる。ブラジルは、そんな
不思議な魅力に包まれている。

情味溢れる情熱の地、ブラジル 橋元慈英
（上智大学 4 年）
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▲サンパウロ書籍ビエンナーレのシーン　　　
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独立200周年ーパラー事情
　パラー州ベレンに勤務していた時、毎年8月 15日になると
テレビや新聞が「Dia da Adesão do Pará à Independência 
do Brasil（パラーがブラジル独立に加わった日）」なる特集を組
み、1823年 8月 15日をもってパラー（当時は、グラン・パラー
県〈Província do Grão-Pará〉）がブラジルの独立に加わった
記念すべき日であるとして大きく報道していた。
　報道の内容は、概ね、「独立宣言当時のパラーは、他のブラジ
ルの地方に比べて、ポルトガル人エリート層（主に商人）がポ
ルトガル本国とより強い政治的・経済的絆で結ばれていた。エ
リート層の独立に対する抵抗が強く、独立の承認が遅れた。独
立宣言後約1年たった1823年 8月に至り、『パラーが独立に
同意しない場合、ペドロ皇帝に雇われたイギリス人提督コクラ
ンの艦隊がベレンを攻撃する』との情報（実はハッタリだった
との見方もある）をもたらした帆船マラニョン号（艦長は、コ
クランの部下グレンフェル）の来訪をきっかけにようやく独立
の承認に至った。」というものだった。
　一般にブラジルの独立は、1822年 9月 7日ということになっ
ているが、これは、ペドロ王子がイピランガの丘で有名な「独
立の叫び」を行った日だ。歴史学者のボリス・ファウストが書
いているように、「独立は、数年間で確定（A consolidação da 
Independência se deu em poucos anos）したが、それは、
比較的激しい、いくつかの軍事的衝突無しに達成されたわけで

はなかった」。衝突は、ブラジ
ル全土で起きたが、良く知ら
れているのは、バイーアにお
ける独立戦争だ。独立宣言後も地元商人らによる市民軍とポル
トガル軍の間に激しい衝突が繰り返された結果、ついに1823
年 7月 2日に市民軍が勝利したが、バイーア州では、7月 2日
が独立記念日として盛大に祝われている。
　パラー州では、1996 年の法律に基づき、独立承認文書の
公布が行われた 8月 15日を、州にとって最も重要な（Data 
Magna）祝日と定めている。この日を偲び、その歴史を振り返
るための催し等を開催し、州民に対する啓蒙を行うことが定め
られている。独立承認文書の公布の日の光景を描いた巨大な絵
画が、州議会主玄関を入った広間の壁一面に掲げられている（画
像参照）。
　ベレンでこの日を迎えた際、特に町が盛り上がっているわけで
もなく、Adesão という言葉にも違和感を感じたので、この日
がどういう日なのか周りの人に聞いてみたが、人々の答えは、な
んだか歯切れが悪いものだった記憶がある。今回、地元でジャー
ナリストをしている日系の友人に改めて聞いてみたが、「自分も
実はよくわかっていない。」という答えだった。バイーアでのカー
ニバルかと見まがう7月 2日の大騒ぎについての報道に接する
たび、パラーの静かなAdesão記念日を思い出す。（MK）

20

！！「 ブラジルあれこれ 」！！

新刊書新刊書
紹介紹介
新刊書
紹介
◆◆◆◆◆◆ 新刊書紹介 ◆◆◆◆◆◆

『一冊でわかるブラジル史』
（関眞興 著）
「一冊でわかる〇〇史」シリーズでア
メリカ史、ドイツ史、ロシア史などを
担当してきた歴史著述家によるブラジ
ル史。世界史との関連性の視点からブ
ラジルの政治と経済の大きな流れを植
民地期、帝政期、第一共和政、ヴァル
ガス政権、軍政期と時系列にわかりや
すく叙述している。例えば 1817 年革
命やカヌードス戦争についても略述さ
れており、ブラジル史の概要をつかむ
には便利な一冊。但し、一部の人名地
名に誤記があることは残念。

（河出書房新社　2022 年 4 月 212 頁　1,700 円＋税）

『移民の衣食住 I』
（河原典史・大原関一浩 編著）
立命館大学国際言語文化研究所が主宰
した興味深い共同研究書。「醤油と日
本人移民（北米）」、「戦時下の食を通

じた支配と抵抗」、「戦時下のアメリカ
抑留所における食事」などの章では、
北米移民の食生活の諸側面を掘り下げ
ている。第 2 部では、戦後の日系ア
メリカ人の食文化の変遷をフォローし
ているが、二つのコラム「トメアスー
移住地の食文化と俳句」「日系移民短
歌にみる食文化」がブラジル移民たち
の食文化を短詩から読み解いている。

（文理閣　2022 年 3 月　278 頁　3,000 円＋税）

『日本からみた世界の食文化』
（鈴木志保子 編著）
副題が「食の多様性を受け入れる」と
なっている本書は、栄養学の専門家が
書いた食文化に関する百科全書的エッ
セイ集成だ。第 l 章で、日本の食文化、
第 ll 章で、世界の食文化、第 lll 章で、
思想・宗教、これからの食事・食生活、
と三部構成で多様な食文化の情報が具
体的に織り込まれており、ブラジル食
についても、フェイジョン（インゲン
豆）、フェイジョアーダ、タピオカ粉、
カンジャ（鶏肉雑炊）等々、バランス
のとれた記述となっている。

（第一出版　2021 年 11 月　302 頁　税込み 3,850 円）

『新社会学研究』2021年第6号
「旅する人生の社会学」特集号に収録

された論文「ブラジル出身のデカセギ
日系移民による旅行記と“旅”の意味
づけ」は、アンジェロ・イシ教授によ
るデカセギ移民移動における日伯間の
距離と心理的壁についての社会学的考
察である。一人の在日ブラジル人によ
る世界冒険旅行をケーススタディした
うえで、“彼ら”の旅の意味を考察し
た教授の結語は「コロナ危機後の在日
ブラジル人のトランスナショナルな移
動がどう変化するか、注視したい」。

（新曜社　2021 年 12 月　266 頁　2,100 円＋税）

『「トルコ人」たちの百五十年』
（飯島みどり編著）
トルコ共和国の住民ではなくレバノ
ン・シリア系中南米人を対象とする科
学研究費共同研究の成果の一部と短編
小説邦訳を合体し一冊にした本。副
題は「中東とラテンアメリカを結ぶ」。
グアテマラの作家エドゥアルド・ハル
フォンとのインタビューを読めば、彼
の出自の複雑さ（祖父母の 3 人はア
ラブ出自、母方祖父はユダヤ系、母は
アシュケナジ系、父はセファルディ系）
に驚嘆しつつラテンアメリカと中東と
の交流史を学習することになる。

（影書房　2021 年 12 月　196 頁　2,200 円＋税）

▼1971年、Anita Panzuti作、画面左側に、独立文
書公布式典、真ん中に、当時の政府庁舎（Palácio 
Lauro Sodré）、右側に帆船マラニョン号
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イ ベ ン ト の ご 案 内

ブラジル駐在家族 赴任前ガイダンスセミナー

日 時 ： 2022 年 9 月 17 日 （土） 9:30 ～ 12:00 
開催方式 ： ZOOM オンライン
講 師 ： 伊藤 智晴 （元丸紅駐在員夫人 )
             山口 セシリア （在サンパウロ、 長年サンパウロで日本企業に勤務） 他

参加費 : 会員所属企業の駐在員の配偶者 2,000 円     非会員 3,000 円 
               （夫婦で参加の場合は、＋1,000 円）

長谷川 勝彦 日東珈琲 ( 株 ) 社長 ランチョン ・ ミーティング
演 題 ： 日本のコーヒー史にその名を残す老舗 「銀座カフェパウリスタ」

日 時 ： 2022 年 9 月 16 日 （金） 12:00〜14:00
場 所 ： シーボニア ・ メンズクラブ ( 会場変更の可能性があります )
参加費 : 会　員　2,700 円、 非会員　3,500 円

秋 期 ポ ル ト ガ ル 語 講 座 の ご 案 内

当協会では、 “楽しく学ぼう！学んで話せる
ポルトガル語！” をモットーに実用ポルトガ
ル語講座を開講しております。

秋期ポルトガル語講座は、
2022年9月6日開講 12月初旬まで。

※詳細は、 HP を参照下さい。

コースのご案内

◆全くの初心者コース 【火曜 16:30 ～】
◆初心者コース 【火曜 19:00 ～】
◆初級Ⅰコース 【金曜 19:00〜】
◆初級Ⅱコース 【水曜 19:00 ～】
◆中級コース 【月曜 19:00 ～】
◆上級コース 【木曜 16:30 ～】
　　　◆上級コース 【木曜 19:00 ～】
　　　◆上級会話コース 【隔週土曜 11:00 ～】

ht tps: / /n ipo-bras i l .org /por tugal /

受講生募集中!

「銀ブラ」 という言葉は、 銀座をブラブラするということではなく、 銀座のカフェ ・
パウリスタでブラジルコーヒーを飲むことであるというのは、 ブラジル好きの人の
間では良く知られた話ですが、 正確には、 慶応大学のキャンパスから銀座のカフェ
パウリスタまで歩き、 ブラジルコーヒーを飲みながら会話を楽しむことであったと
か。 そのカフェパウリスタの６代目社長である長谷川社長をお招きして、 カフェパ
ウリスタの歴史、 逸話等を自由に語っていただきます。

締切間近
締切間近

法 人 会 員 個 人 会 員１口 １口
（ 2 口以上）

10,000円20,000円 

※入会金は不要です

https://www.nipo-brasil.org 日本ブラジル中央協会 検 索

日本ブラジル中央協会公式HP

会 員 特 典

協会会報「ブラジル特報」の無料配布。

会員価格にて、講演会等のイベント、ポルトガル語講座に
参加できます。

会員交流懇親会へ参加いただけます。

会員宛にメールでお伝えする、様々なブラジル情報をご覧頂けます。

ホームページにて、会員限定情報をご覧頂けます。

隔月発行、年6回配布。
1.

2.

3.

4.

5.

（1口以上）

当協会の活動目的「日本・ブラジル両国間の相互理解、友好関係の促進に寄与する」
にご賛同・ご支援頂ける方に、会員となることをご検討いただければ幸いです。

法人・個人・学生

（会員限定イベントへも参加いただけます）

年 会 費

お 申 し 込 み

法人会員 105社　個人会員 約400名会 員 数  

「ブラジル特報」は一部有名書店の店頭でも入手できます。

 （2022年8月現在）

新規会員募集中




